ペナン島旅行記
平成１６年２月４日（水）～８日（日）

   沢木耕太郎の著書“深夜特急”（アジアから中近東への旅行記）は非常に興味深いものであった。その中に出てくるペナンは風光明媚なリゾートとして紹介され尊敬する先輩がいることもあり、一度訪れたいと思ってました。
   私自身海外旅行は平成２年の米国旅行以来だし女房と娘（恵）も海外旅行の経験が無い。
   昨年夏にパスポートを取り直して行く予定のない旅行に備えた。それが急に行く気になったのは女房の友人の突然死だったかもしれない。行ける内に行きたいと思ったら行かないと何時どうなるかわからない。
以下に４日間（３泊５日）の様子を記録して次回に備えたい。
 

１． １日目：入間から成田へ→クアラルンプール経由ペナン
　　入間市真っ暗で寒い５時４５分マイカーで出発。川越インターより関越自動車道に入る。大泉学園で外環道、美女木で首都高速に乗り入れた頃に朝のラッシュが始まり出しあせる。京葉道路に入り東関東自動車道に入ったのが７時前でインターネットで調べた情報とぴったり。成田空港へは新空港で降り事前に予約してた民間の駐車場（ＵＳＡ）に車を預け空港まで送ってもらう予定。インターを出てナビゲーターの指示で右手に向かうがなんだか変。あっという間に空港の入り口に着いてしまう。ものものしいバリケードと検問に会い回れ右して逆戻り。やっとの事で駐車場探すがチケットを貰う約束の８時半（時間厳守）には１５分しか無い。
　　空港第２ゲートには８時４０分着。慌ててカウンターを探し回る。やっと航空券貰ってほっとする間もなくセキュリテイチエック、出国審査、税関と通りぬけエアロトレーンでサテライトに到着。９時過ぎだった。１０時飛行機乗り込む。今回の旅行は全部マレーシア航空。予定通り１０時半に離陸。
　
  

 ボーイング７７７－２００
　
　　座席は５人掛けの所の真中に３人。エコノミーは座席狭いしトイレに行くのも端の人に立ってもらわないといけないので一苦労。ビール飲むもんじゃないね。でもやっぱりビール貰う。ビールはマレーシア製タイガー印で意外といける。座席前のアミューズメントはしばらく経ってからやっとゲーム（当然マージャンゲーム）のやりかたわかるようになったが時遅しの感あり。帰りの飛行機は寝ないでやろうと心に決めた。女房はこの期に及んでガイドブック読み始めて勉強始める。
　　時差１時間分遅くして１７時２０分赤茶けた大地のクアラルンプール国際空港に着陸する。
　　飛行機から出るとムッとした熱気に包まれる。まさに夏。通路を歩いていくと現地の人がペナンペナンと方角を教えてくれるがツアーの条件はペナンの空港にガイドが来てくれることになっているので乗り継ぎまでは自力で手続きしなくてはならない。何とか乗り継ぎ便手配するもなんかの理由で予定の便は飛ばないと言う。結局１９時２０分発となり約１時間待ち時間できるが乗り継ぎ待合室に入ってしまったので両替も出来ず空腹抱えてがまんする。
　　ＫＬ発の飛行機から眺めた真っ赤な夕焼けは素晴らしいものだった。２０時過ぎペナン空港に到着。荷物待ちに時間かかって空港の外に出たのが２１時過ぎでまだ暑い中現地のガイドさんがローマ字でＭＡＳＵＫＡＷＡと書いた紙を掲げてるのですぐわかる。今日のツアーは我々ともう一組だった。小型のワゴンに乗せてもらい目指すホテルヘ。ガイドさんは中国系マレー人で名前はリッキーさん。流暢な日本語でペナン事情説明してくれるが日本語は独学で覚えたそうで読み書きは出来ないらしい。（この後、観光に携わる人の大部分が似た様な感じで感心する。日本の外国語教育は役立たない。）
　　途中大通り一杯の車の洪水に会う。ヒンズーの大事なお祭りのタイプーサンの前日で道が混んでいるのだと言う。
　　かなり道のくねった岬を越えるとホテルのあるフェリンギビーチ。一緒のツアーできた親子連れ（父子）はゴールデンサンズの隣のラササヤンホテルと言う事でそちらにチェックインの間ホテル内見学。
　　２２時半過ぎ宿舎のゴールデンサンズリゾートホテルに到着。連絡取れなくて心配してた斎藤さんがロビーで奥さんと待っていてくれる。斎藤さんの結婚式以来だから３０年ぶりくらいか？でもすぐわかるから不思議なものだ。やや頭が薄くなりつつあるがはつらつしてて顔の色艶がいい。ガイドのリッキ－さんとも顔なじみでペナン在住１０年のキャリヤーが伺われる。
 

　　空腹なので近くの屋台に連れて行ってもらう。
フーケンミー（エビ風味チリ汁ヌードル）
チャークエテォ（マレー風焼ききしめん）
ナシゴレン（チャーハン）
スイコー（水ぎょうざ）
サテー（鳥、牛の串焼き）


　　いずれも３ＲＭ（リンギット；マレーシアドル…・・レートは１ＲＭ≒３０円）程度でおいしい。ビールはタイガービール：中壜。料理毎に違う屋台に頼むので都度料理を運んでくる毎に料金を渡すしくみ。両替したてで要領も得ず、ついつい先輩にご馳走になってしまう。
　　深夜に明日のお迎えお願いして部屋に帰る。本当に長い１日だった。部屋は４階のＨｉｌｌＳｉｄｅ（つまり海が見えない方。ＳＥＡＳｉｄｅ；海側は満員で断られる）組み立てベッド１台入れてもらってありそれでも広々。大きなバスに入って就寝。

　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

　部屋からの景色（東側）山はペナンヒル
 

２． ２日目：市内観光
　まだ暗いうちから目覚める。こちらはなかなか明るくならない。その分何時まで経っても日が暮れない様だ。

 

　ホテル前の浜辺（フェリンギビーチ）を散歩
  朝食は大きなロビーでバイキング。本当にたくさん料理あって目移りする。ついつい取り過ぎて食べ過ぎの３日間でしたがマレー米？にカレーがおいしく毎回食べる。オムレツも希望の具入れて焼いてくれておいしい。ジュース、果物は豊富だが小ぶりのモンキーバナナがおいしい。ナンに似たロテイを焼いてくれるコックさんがいてこれにカレーかけるとおいしいと身振りで教えてくれる。いつも入口近くで焼いてるので最後の日に手技を見てたらサービスでくるくる回したり放り投げたりの芸を披露してくれて感激。今度行ったらたくさん食べよう。
　朝、留守の進也に無事着いた事国際電話で報告する。遠く離れてる感じがしないが通話料高そうなので早々に切る。（この時の通話料は７分で１５ＲＭと以外に安い）
 

①． 斎藤さんが車で迎えに来てくれる。まずは斎藤さんの住まい近くにある朝市に向かう。朝から暑い。朝市の中は田舎に昔有った市場風で肉,魚から果物,穀類、豆腐はもちろん何でもある。肉は吊るしてる塊を客の求めに応じて削いでくれる。頭が並んでる事もあるらしい。見た事も無い果物が珍しい。☆の形をしたスターフルーツ、大きな実の中に実があるようなジャックフルーツ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

                  ジャックフルーツ
 

  

　　　　スターフルーツ、ドラゴンフルーツ
　　　　　

　市場で買ったもの。
　　　　　　果物：スターフルーツ、ドラゴンフルーツ：２ＲＭ。
　　　　　　米（黒米、赤米）各１Ｋｇ；計１４ＲＭ
　　　　　　スナック：ホットケーキ風：３ＲＭ
　市場の屋台は昨日のホテル近くの屋台に比べ１ＲＭ位安い。ホテルの客を当て込んでるのでやや高めなんだそうだ。ホテルの食事は格段に高い。

 

②．市場から近くの寝釈迦像を見学する。長さ３０ｍ程ある像はきらびやかでチヤイニーズの正月最後でもあり見学者が多い。おみくじ：０．５ＲＭで引くとマレー語、中国語、英語、インド語の４ヶ国語で書いてあるが内容は日本の神社のものに近い。仏像の裏手と内部は納骨堂になっており５０ｃｍ×３０ｃｍ位の表のガラスに写真と略歴が貼られている小間が何百と並んでいる。熱心にお参りしている訳がわかったような気がする。道路向かいのビルマ寺院も見学。奥の池に色々希望や願い事書いたトレーがぐるぐる回転しているところがあり小銭を投げ入れる。一個も入らず。大きな地球儀があり良く見ると日本はひとつの島で出来ている。日本への知識はこんなもんか。
　　観光客目当ての店で着替えのＴシャツ買う。値切って２枚で１８ＲＭ。安かったと思ったが斎藤さんに高いと言われる。（後日極楽寺で買った同じデザインのものは６Ｒだった） 

　　　　　　　　　

 

　　　寝釈迦：　斎藤さんと　　　　　　　　　　
　　　
　斎藤さん宅へお邪魔する。街の中にしては閑静な一角で２階建て（地階は駐車場）の瀟洒な建屋が十数棟。入り口にガードマンがいて簡単なゲートを紐で引張って通してくれる。住居を見学させてもらう。入り口に近い居間と他に６畳位の部屋３室それに台所と２ヶ所のバス・トイレと中々広い。お風呂が無くシャワーが一般的。家財道具付きで家賃は月４万円で日本に比べ安い。

 

  

　斎藤さんの向かいの家

　市場で買い求めた果物と今は季節でないので売ってなかったドリアンの冷凍品を戴く。スターフルーツはあっさりした味。ドリアンは全く駄目か大好物になるからしいが独特の臭いがすごい。ホテルには持ち込み禁止の表示がある。数年前白山の頂上のお花畑の花がトイレの蝿を臭いで誘い受粉させる為にトイレの臭いがするようになっているとの話を思い出した。

 

③、車に乗せてもらいペナン大橋を渡り本土の斎藤さんが最近まで勤めていた工場周辺見学。橋は長さの割に海面から高くなくペナンの町が見渡せて景色がいい。通行料金はペナンへ渡る時だけ７ＲＭ払う。ペナンはオートバイが多い。それも大概二人乗りで車を練って走る。車も負けじとスピード出し後にぴったり付くやつがいるのは日本と同じだ。
　　結構ブレーキランプが片側点かないのが目立つがマレーシアは車検が無いと聞いて納得。道路は新しい道路以外は交差点でなくロータリーになっており英国式らしいが日本の感覚では運転できそうに無い。日本の旅行雑誌のじゃらんが（Ｊａｌａｎ：道）だとわかった。車は日本の１．５倍位高い。そのせいかポンコツも数多く走っている。ガソリンは１ＲＭ／Ｌ（３０円／リッター）と日本の１／３。

 

④．街へ戻り希望していたチャイニーズのマッサージのお店へ。約１時間全身マッサージしてもらう。理髪店の中にマッサージ台が４～５台並んでいて大繁盛。指先で揉みこんでいく力が強い。ついつい居眠りしてしまう。料金は３人で６８ＲＭ（２０００円）。

 


⑤．近くのタイ料理店へ遅い昼食に行く。

 

トムヤンプラウンスープ（世界３大スープ）：１７ＲＭ
パンダンチキン：６ＲＭ
オタオタ：１３ＲＭ
カンコンコラカン：８ＲＭ
パイナップルライス（パイナップル入りチャーハン）：８ＲＭ
タイ製ビール（シンガ）　５本：３９．５ＲＭ
ジュース　１本：１．２ＲＭ
合計９２．７ＲＭ（４人約３，０００円）
　　トムヤンスープは香草の香りがきついが慣れるとおいしい。どの料理のＧｏｏｄ。
　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　トムヤンスープ

近くのマレーシア土産店で買い物
ピユーターのマグカップ：４０ＲＭ×３
バテックのハンカチ：１１枚で１００ＲＭ
白金のネックレス（銀はさびるらしい）：４００ＲＭ（日本の半値）
木彫りの蛙（大：１５ＲＭ、中：１０ＲＭ、小：５ＲＭ）
マグネット：２ＲＭ×２
果物の飾り：２ＲＭ×２


⑥一旦ホテルへ送ってもらい夕方までプールでリゾート気分味わう。プールの水はぬるめで程よい。リゾートでは海辺では泳がず専らプールらしい。（海は余りきれいでないしビーチボーイが声かけてくる。）

 

⑦．夕方斎藤さん夫妻が来てくれる。隣のラササヤンホテルのサンセットバーで夕焼けを見ながら一杯戴く。赤、青、緑のカラフルなカクテルが映える。周りの客は皆西洋人（ウエスタン）。

  

　　　　　　　　海岸の夕日（サンセットバー）

　⑧．夜はチャイニーズのシーフードのお店。チャイニーズの海岸沿いの集落を抜けた所に店がある。料理はシンプルな海老の塩茹でが大盛りで手掴みで剥いて唐辛子をつけて食べる。エビフライに丁度良いくらいの大きさのを一人１０～１５匹位平らげる。そのあと渡り蟹の焼いたものを２つに割ったのをフォークで身を掻き出して食べる。この蟹は、体の半分位が蟹味噌と卵で、爪も大きく、日本では見当たらない蟹で食べ応えがある。ビールで満腹だが仕上げにミーゴレン（焼うどん風）食べて今日は一日中食べてたと思う。翌日は朝早いオプショナルツアーに申し込んでるので早く寝ようとするもお腹の具合が心配で整腸剤を飲む。

（恵はこの時水道の水で薬飲んだのが悪かったか翌朝不調で夫婦でやきもきする。水はミネラルウォーターが用意してあるが中々水にまで気が回らない）。

 

３． ３日目：パヤ島へ（オプショナルツアー料金：２３０ＲＭ×３）


①． 早朝に着ていく水着が乾いてないので乾燥機にかけようかとコインランドリーの場所聞いて見に行くもコインを売店で買わないと駄目であきらめ恵の水着だけアイロンかける。滞在中洗濯は結局しなかったが洗濯機（全自動）、乾燥機とも２０ＲＭと比較的高い。施設は他に理容室、文庫もある。


②． 朝７時４５分にツアーガイドが迎えに来るとの事で急いで食事に行く。魚にあげるパンを少し貰っていく。８時頃にランカウエコーラルシーと描かれたバスが迎えに来る。我々くらいしかいないのではないかとの憶測は脆くも崩れる。ホテルを順々に回って行くと結構な人数あつまる。ガイドの兄さんは細身の精悍な男で船の乗車券と腕に巻くラベルをくれる。


③． 町の船着場から結構大きな遊覧船に乗ってランカウエ島に近い無人島のパヤ島に約２時間のクルージング。船上のデッキで風に吹かれてペナン島が遠ざかるのを見送る。一人でいると気になるのかガイドのひとりが大丈夫かと声をかけてくれる。デッキは米国風、英国風、中近東風のペアがいてグローバル。日本からは若い人が多い。大学の卒業旅行のシーズンだそうだ。 

　　　　　　　　　船着場

④． くたびれて船室にいると島に着いたとの連絡ありパヤ島の岸に作られた浮きドックに移る。ドックの上はランカウエ島から来た客もおり全部で６～７０人位か。バスのガイドがツアーコンダクターらしく、これから説明してくれるが片言しかわからない。どうもシュノーケルで遊ぶ組と水中観覧船の組それと岸にフェリーで行く組とあるようだ。初めてシュノーケルで海中を覗く。母ちゃんはどうも泳げないらしい。救命胴衣つけて足ひれつけて海の中でもがいている。


⑤． ヒンズー教徒の女性は頭に布巻いたまま海に入りガイドに危ないからはずすように言われても拒否。何教でも戒律や教えに忠実だ。


⑥． １２時に食事。色々あるが余りおいしくない。ナシゴレン中心にそれでもお代わりする。ビールは自重する。


⑦． 午後は岸に上陸し魚にパンを投げたりしながら見学したり、岸辺でのんびりしたり過す。青空も出ていい天気だが天気悪かったらやる事ないし散々なツアーになるだろう。初めてこんなきれいな海で珊瑚礁も見れたし、満足。人が住まない所しか自然が残っていない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

　　　　　　　パヤ島の砂浜　　　　　

　　
　　ホテルに帰りついたのは１９時少し前。斎藤さんが迎えに来てくれる時間まで４０分位しかなく急いでシャワー浴び、着替える。


⑧． 今晩は飲茶。チャイナタウンの一角の地元客で一杯の大東酒楼に入る。飲茶はスチーム発生器付移動式台車の上に料理が３個位入る容器が積まれておりおばあさんがテーブルの間を練り歩く。２～４個入り１容器が６０～７０円とかなり安い。海老入りしゅうまいや肉饅が旨い。チリソースをつけて食べるがCarlsbergビール（オランダ製？）が進む。女房も恵も大満足。


　　　　　　　　　　　　飲茶：たくさん
　　　　　　　　　　　　肉饅
　　　　　　　　　　　　揚げ焼きそば
　　　　　　　　　　　　ビール（CarlsbergPilsnerオランダ製？）：５．７ＲＭ×９本
　　　　　　　　　　　　菊花入り茶
　　　　　　　　　　　　合計：１２２．９ＲＭ（５人約３，７００円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　　　　　　　　　　飲茶　　　　　　

　　　　　
　　帰り道角の雑貨店で土産探し。菊花入り茶がおいしかったのでテーバックを買う。（飲　んでみると砂糖入りで甘くはずれだった。）
　　　　　　　　　　　　菊花茶テーバック：３．８ＲＭ
　　　　　　　　　　　　トムヤンスープの素
　　　　　　　　　　　　カシューナッツ：
　　　　　　　　　　　　ひまわりの種：２ＲＭ
　　　　　　　　　　　　飴
　　帰りに有名なガーニードライブの屋台に立ち寄る。公園に有料トイレ（０．２ＲＭ：６円）まで出来ており観光名所になっている。夜中だと言うのに現地の人でにぎわっている。様々な料理あり物珍しいがお腹一杯で食べる気にならず残念だった。どんぶりの料理に何度も汁をかけては戻している屋台が何軒もあったがあれが名物のラクサだったようだ。ここの屋台はだいたいオートバイの横に固定されており毎晩店を畳んで帰るらしい。砂糖きびの絞りジュース飲みたかったが売り切れ。結局絞ったジュースとビールを飲む。きな粉餅風のものにココナッツの粉をまぶしたマーチーがおいしい。


ガーニードライブで食べたもの
　　　マーチー（麻芝；きな粉餅風）
　　　バイティー（タルト風）
　　　ジュース（メロン、スイカ）
　　　ビール：７ＲＭ


４． ４日目：市内観光→帰国
　あっという間の最後の日。６時半、運動兼ねてかあちゃんと早朝散歩に行く。まだ薄暗いが浜辺の遊歩道歩いてると長椅子にアベックがいて話してる。夜中中浜辺に寝てても気持ちいいかも。
　通りに出て歩道を歩いていくと子供が笹に包んだお結び風の物を売ってる。朝早い仕事に行く人を相手に売ってるようだ。屋台村も開業中。少し行った先の船風の店（案内書に出てたシップという店のよう）。
　９時チエックアウト。朝食１４４．９ＲＭのサインを毎朝してたので心配だったが請求は無し。今日の土産代に１万円両替（３５１ＲＭ）。リッキーさんに両替してもらったのが３４７ＲＭだったから彼の取り分は４ＲＭだったのか。


①． ９時半斉藤さんが迎えに来てくれる。今日はは朝から暑い。荷物を斎藤さんの家に置いてもらってペナンヒルの麓にある極楽寺に向かう。下の駐車場に車置いて屋台が連なる坂を登っていって行く。
　　　

  

　　　　極楽寺後ろはペナンヒル

②． 極楽寺は仏教のペナンの本山でこの日は信者が広間に上がり坊さんと共にお経を読んでおり盛大だった。見晴らしがよくペナンの街が見渡せる。帰り際におみやげのＴシャツ、バテックのワンピース買う．Ｔシャツ１０枚（１枚６ＲＭと安い）。バテックのワンピース２枚、聖也のシャツ上下、来夢のバテックの子供服


③． 斎藤さんのお宅によって食事・買い物に出かける。インド料理による。ひげのマスターのお茶（チャイ）の注ぐのが芸術的。チャパテー、ムルタバを頼む。食事中に目の前の道路でタクシーと新人マークのバイクが衝突事故起こす。怪我は無い模様で大概示談らしい。恵は以前カレー屋でバイトしておいしいインドの飲み物（ラッシー）知ってたようで頼むがメニューに無いようで１個分のチャイをテイクアアウト。


④． インド人街へサリーを買いに行く。インド人街は道路両側に下水を造成中で蒸れたにおいがムンムン。中々決まらなくて３軒程見て回る。買った物は恵のサリー１００ＲＭ（３，０００円）。


⑤． ペナンの顔とも言える有名な遺跡のコーンウォリス砲台へ。入場料５ＲＭ／人。観光案内の人が民族衣装で説明や写真に入ってくれる。砲台自体は威嚇の意味だったようだ。
　　　　　　　　

  

　　　コーンウォリス砲台（奥さんと）
 

⑥． 奥さんがトライショー（三輪自転車）の運転手と交渉してくれる。ここからクーコンシーまで２台に便乗して走ってもらう。交渉結果は３０ＲＭ→２０ＲＭへ。前に何も無いので交差点はちょっとこわい。どこを走ってるか地図片手に見てもわからない。１０～１５分位走って中華風の古い住居が並ぶ街に着く。路地に放し飼いの鶏がいて懐かしい風景だ。（女房はここが一番感激したそうだ。）ここがクーコンシーだった。


⑦． クーコンシーは案内書を後で見たら有名な寺院と紹介があった。中国からの移住者の一族のお寺でペナン一美しいと言われている。屋根飾りが素晴らしく芸術品の塊のような屋根だ。入口付近は２階建ての長屋で昔一族が肩寄せ合って生きてきた様子が偲ばれる。中国人は屋台の大半を占めてるようだし生活力に長けてるようだ。

 

 

　　　　　　　　クーコンシー

⑧． ジョージタウンのシンボルの高層ビル、コムターへ。バテックのお店で生地買い込む。私はシャツ（４９．５ＲＭ）買う。バテック生地１０ｍ分買い合計２１５ＲＭ。斎藤さんの奥さんの顔で１割引して貰う。


⑨． コムターの展望台へ昇る。５ＲＭ／人。高速エレベーターであっという間にw)展望台へ。エレベーター出口で奇遇にもガイド中のリッキーさんとバッタリ。以前はフロアー全体が御土産屋さんだったそうだが廃業でガランとしている。一周するとペナンの街が一望でき、案内してもらった場所の位置関係がよくわかる。西側の窓辺で休憩。冷たいビールやジュース頂く。この日は天気良く街が見渡せる。コムターは再開発した複合商店街と言う意味らしい。
　　　街の高層ビルは構造が簡単でブロックを積み重ねていく様に作る。ペナンには　地震が無いのだそうだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　　　　フェリンギビーチ方面　　　　　
 

⑩． 夕方斎藤さん宅に戻り休憩。又、ビールもらう。お昼にムルタバも食べるとおいしい。手作りジャムやピリカラのピーナッツと小魚のつまみ、トムヤンスープ用の香草（レモングラス、ライム、バイマックルー、ロンクワィ：生姜に似た物）を土産に頂く。


⑪． まだ日が明るいが空港に送ってもらう。途中、斎藤さんが立ち上げた工場周辺を案内してもらう。電子機器関連の工場ばかりで煙突も無くきれいだ。


⑫． 空港で荷物預けてチエックイン。斎藤さん夫婦とお別れする。本当にお世話になりました。お陰さまで楽しい思い出となりました。


⑬． 空港ロビーで恵はスタ－バックス探しするも見当たらず。ラーメン風の店探すも無し。一緒のツアーできた親子連れに会う。最後の日タクシーで中心街に出たけどタクシーも高いので随分歩いたらしい。毎日泳いでただけと言ってた。ホテルの連絡バスは空いてなくて乗れなかったようだ。


⑭． マレーシア航空（ＭＨ１１６５便）定刻２１時２０分ペナン空港離陸。窓際の席で景色が良く見える。２２時１５分クアラルンプール着。出国審査に列が出来時間かかる。ＥＤカードを書いてない人もいる。ここでもスタ－バックスのコーヒーショップ探すが見つからず。恵は残してた２０ＲＭ握り締めて残念がる。マレーシアのスタ－バックスの容器が欲しかったそうだ。次回のお楽しみ。サテライトでは中国からの入国者に体温チエックしており物々しい。


⑮． ２３時３５分（ＭＨ０８８便）想い出のマレーシアを離陸。一路成田へ向かう。帰りの席は真中の端から３人分で私の隣は空席で楽。少しゲームやろうかとＴＶをいじくりまわすも不調でできず。ビールは品切れだし。諦めて寝る。朝方朝食出るが肉は硬いしおいしくない。朝はお握りかサンドイッチくらいがいい。朝日の出る頃日本上空到着。７時成田空港へ無事着陸。外は５度位と寒い。簡単な入国検査受け荷物を引き取る。駐車場へ到着の電話してバスを待つ。駐車場では車のエンジン書けて置いてくれる。そのまま岐阜に帰る恵の荷物を纏めて出発。

 

５． ５日目：成田から入間
　成田の高速道路入り口見つけるのに少し手間取るも高速入ってからは順調に飛ばし東池袋で首都高速降りて恵を降ろし、又戻って外環、関越道経由川越インターで降りる。自宅に９時過ぎ到着。

 

６． 費用　：
①． ツアー料金（保険料；２，８００円込み）；１８５，２５０円（６１，７５０円／人）
②． 両替：４万円（７０ＲＭ残）
③． カード出金：３万８０００円
④． 成田までの往復交通費：１２，３５０円（高速料金；3,450＋4,050円、駐車料金；2,850円、ガソリン代；2,000円）
⑤． 合計：２７５，６００円
⑥． 土産代合計は約１．１００ＲＭ（３．３万円）
Ｔシャツ類：約２００ＲＭ
マグカップ、ネックレス、ハンカチ等：約６５８ＲＭ
チヤイニーズの店：約５０ＲＭ
バティック生地：２１５ＲＭ

 

土産代除くと飲んで食べて泳いで観光して一人当たり８万円強でした。斎藤さんに食事代払ってもらったりガソリン代負担してもらったのが申し訳ないと思っています。恵が使えなかったドルを斎藤さんに送ってくれと言ってましたが少ないし又行く気がなくならないよう残しておく事にしました。

 


旅の感想
育弘
①． 海鮮料理で海老食べ過ぎてお腹心配した以外はお腹もこわさず良かったとおもいますが朝食のバイキングは食べ過ぎだったかも。
②． パヤ島のシュノーケリングは良かった。
③． お酒の探索ができなかったのが残念。
④． 英会話勉強しなくては。ホテルの従業員の会話は殆どわからず。
⑤． 次回はテニスもしたいが一日はプールのそばで本でも読んでいたい。
⑥． 子供は親との旅行は余り楽しくないようでした。

 

和子
①． クーコンシー近くの裏通りに感激した。
②． 知人がいてこそあちこち行けたので感謝だねと友人に言われた。本当にそう思う。
③． ココナッツのジャム大好評だった。
④． 菊茶、飴は残念だった。
⑤． バテックもう少し買ってきたかった。
⑥． リッキーさんの独学で日本語会話勉強した話に感心した。
⑦． 地元の果物の成ってるとことかジャングルウォークに次回は行きたい。

 

 

 

終わり
